
しんちゅうのはん
だい4しょう

リーハイはニーファイに言
い

いました。「主
しゅ

は，あなたたちがエ

ルサレムに帰
かえ

るようにのぞんでおられる。ラバンという人
ひと

の

ところから，しんちゅうのはんをもって来
く

るのだ。」（1ニーファイ

3：2－4）

しんちゅうのはんは，大切
たいせつ

なきろくでした。リーハイのせんぞの

ことや，神
かみ

がよげんしゃにお話
はな

しになったことが書
か

かれていたので

す。（1ニーファイ3：3，20）

レーマンとレムエルは，気
き

がすすまなかったので，しんちゅうの

はんを手
て

に入
い

れるのはとてもむりだと言
い

いました。二人
ふ た り

は主
しゅ

をしん

じていなかったのです。（1ニーファイ3：5）

しかし，ニーファイは主
しゅ

にしたがいたいと思
おも

いました。ニーファ

イは，主
しゅ

のたすけによって，ラバンからしんちゅうのはんを手
て

に入
い

れることができると知
し

っていました。（1ニーファイ3：7）

レーマン，レムエル，サム，ニーファイの4人
にん

の兄弟
きょうだい

は，しんち

ゅうのはんを手
て

に入
い

れるためにエルサレムへ引
ひ

きかえしました。

（1ニーファイ3：9）

8



9

レーマンはラバンの家
いえ

に行
い

って，しんちゅうのはんをもらいたい

とラバンに言
い

いました。（1ニーファイ3：11－12）

ところが，ラバンはおこって，レーマンにしんちゅうのはんをわ

たそうとはしませんでした。ラバンはレーマンをころそうと思
おも

いま

した。しかし，レーマンはにげて帰
かえ

って来
き

ました。（1ニーファイ

3：13－14）

レーマンはおこったことをすべて兄弟
きょうだい

に話
はな

しました。こわくなっ

たレーマンは，あきらめて，あれ野
の

にいるお父
とう

さんのところへ帰
かえ

ろ

うと言
い

いました。（1ニーファイ3：14）

しかし，ニーファイは言
い

いました。「しんちゅうのはんを手
て

に入
い

れるまでは帰
かえ

らない。にいさんたち，もっと主
しゅ

をしんじれば，しん

ちゅうのはんは手
て

に入
はい

るんだ。」（1ニーファイ3：15－16）

ニーファイたちはそれをラバンに見
み

せて，しんちゅうのはんとこ

うかんしようと言
い

いました。ラバンは，ニーファイたちがもって来
き

たたからものが，ほしくてたまりませんでしたが，しんちゅうのは

んを手
て

ばなそうとはしませんでした。（1ニーファイ3：24－25）

ニーファイたちは，エルサレムのなつかしい自分
じ ぶ ん

たちの家
いえ

へ行
い

っ

て，しんちゅうのはんとこうかんするために家
いえ

にあった金
きん

ぎんをあ

つめました。（1ニーファイ3：22）
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ラバンがめしつかいに，リーハイのむすこたちをころすようにめ

いじたので，ニーファイたちはにげ出
だ

して，ほらあなにかくれまし

た。ニーファイたちのたからものは，ラバンのものになってしまい

ました。（1ニーファイ3：25－27）

レーマンとレムエルは，ニーファイにはらを立
た

て，ニーファイと

サムをぼうでたたきました。（1ニーファイ3：28）

すると，みつかいがレーマンとレムエルにあらわれて言
い

いました。

「やめなさい。主
しゅ

は，しんちゅうのはんを手
て

に入
い

れることができる

ようにたすけてくださる。ニーファイはおまえたちのしどうしゃに

なる人
ひと

なのだ。」（1ニーファイ3：29）

ニーファイはにいさんたちに言
い

いました。「主
しゅ

をしんじるんだ。

そうすれば，ラバンも，ラバンのめしつかいもこわくはない。」ニ

ーファイはにいさんたちをゆうきづけて，またエルサレムへ引
ひ

きか

えしました。（1ニーファイ 4：1－4）

その夜
よる

，にいさんたちがじょうへきの外
そと

にみをかくしてから，ニ

ーファイはエルサレムの町
まち

の中
なか

へしのびこんで，ラバンの家
いえ

の方
ほう

へ

歩
ある

いて行
い

きました。（1ニーファイ4：5）

ニーファイがラバンの家
いえ

に近
ちか

づいて行
い

くと，さけによった一人
ひ と り

の

男
おとこ

がたおれているのが見
み

えました。それはラバンでした。（1ニー

ファイ4：6－8）
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ニーファイはラバンのつるぎを見
み

て，さやから引
ひ

きぬきました。

その時
とき

，せいれいがラバンをころすようにささやかれましたが，ニ

ーファイは気
き

がすすみませんでした。（1ニーファイ4：9－10）

すると，せいれいがもういちど，しんちゅうのはんを手
て

に入
い

れる

ためにラバンをころすようにささやかれました。リーハイのかぞく

には，ふくいんを学
まな

ぶためにしんちゅうのはんがひつようだったの

です。（1ニーファイ4：12，16－17）

ニーファイはせいれいの声
こえ

にしたがって，ラバンをころしました。

それからラバンのきものをみにつけ，よろいをまといました。（1

ニーファイ4：18－19）

そして，ラバンの家
いえ

に行
い

ったところ，ラバンのめしつかいである

ゾーラムに会
あ

ってしまいました。そこで，ニーファイはラバンの声
こえ

をまねました。（1ニーファイ4：20）

ニーファイがやって来
く

るのを見
み

て，レーマンとレムエルとサムは，

ニーファイをラバンだと思
おも

い，にげ出
だ

しました。そこで，ニーファ

イはにいさんたちをよびとめました。（1ニーファイ4：28－29）

ニーファイはゾーラムに，しんちゅうのはんをもって来
く

るように

めいじました。ゾーラムはニーファイをラバンだとすっかり思
おも

いこ

んでいたので，しんちゅうのはんをもって来
き

ました。ニーファイは

ゾーラムに後
あと

について来
こ

いと言
い

いました。（1ニーファイ4：21，

24－25）
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するとこんどは，ニーファイがラバンではないことが分
わ

かって，

ゾーラムがにげ出
だ

そうとしました。ニーファイはゾーラムをつかま

えて，自分
じ ぶ ん

たちといっしょにあれ野
の

を行
い

くなら，いのちはたすけて

やろうと言
い

いました。（1ニーファイ4：30－33）

ゾーラムは，いっしょにあれ野
の

へ行
い

くと言
い

いました。ニーファイ

たちはゾーラムをつれ，しんちゅうのはんをもって，リーハイとサ

ライアのところへ帰
かえ

って行
い

きました。（1ニーファイ4：35，38）

ニーファイたちは，しんちゅうのはんをリーハイにわたしました。

リーハイとサライアは，むすこたちのぶじを知
し

ってよろこび，神
かみ

に

かんしゃしました。（1ニーファイ5：1，9）

リーハイがしんちゅうのはんを読
よ

んでみると，その中
なか

には，アダ

ムとエバの話
はなし

や，せかいがつくられた話
はなし

，多
おお

くのよげんしゃたちの

ことばがのっていました。（1ニーファイ5：10－11，13）

リーハイとニーファイは，主
しゅ

にしたがって，しんちゅうのはんを

手
て

に入
い

れたので，とてもしあわせでした。（1ニーファイ5：20－

21）

リーハイのかぞくは，しんちゅうのはんをたびにもって行
い

きまし

た。しんちゅうのはんにのせられた神
かみ

のいましめを，しそんに教
おし

え

るためです。（1ニーファイ5：21－22）




